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＜TMTSF 系、ET 系超伝導体の周辺物性＞
比熱

   ここに掲げたデータは、本項目担当者の知識と”Superconductivity Papers Database”（電総研と

ISTEC による）をもとにピックアップした。

   低温で測定された比熱 C(mJ/mol K)の温度変化は次の式によってフィットされる。

           C = γ T+ β T3 (1)

ここで、γ；電子比熱係数、β;格子比熱係数。（文献によっては、核比熱として T -2項、高次の格子比熱

として T 5項を入れてフィットしている。）

βからデバイ温度ΘDが次の式で求められる。

 ΘD = (12π4nR/5β )1/3 (2)

ここで、Rは気体定数、n はここに掲載された全ての文献で formula unit 中の原子数にとってある。

（参考データとして、超伝導転移温度 TC を掲げた。）

物質 γ  (mJ/mol K2) β (mJ/mol K4)  Θ  (K) Reference TC (K)
(TMTSF)2ClO4   10.5    11.4  213    [1]  1.2
κ-(ET)2Cu(NCS)2   25±3  215±10    [2]  10.4

κ-(ET)2Cu[N(CN)2]Br   22±3  210±15    [3]  11.6

κ-(d8-ET)2Cu[N(CN)2]Br    0.06±0.43    12.0  212   [4,5]

κ-(ET)2Cu[N(CN)2]Cl    0    10.9  219    [5]
κ-(ET)2I3   18.9±1.5    10.3±1  218±7    [6]   4

κL-(ET)2Ag(CF3)4TCE ～50    18  203±10    [7]  2 - 6

βL-(ET)2I3   24±3  197±5    [8]   1.5

β-(ET)2AuI2 ～20    [9]   5.0

β’’-(ET)2SF5CH2CF2SO3   18.7±1    12.2±1  221±7   [10]   4.5

α-(ET)2NH4Hg(SCN)4   25-26    12.8±0.5  221 [11, 12]   1.1

α-(ET)2KHg(SCN)4    6.4    11.6  223   [11]
α-(ET)2RbHg(SCN)4    7.1    11.1  226   [11]
κ-(MDT-TTF)2AuI2    35±3    16.5±1.0   [13]   4.5
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